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『
あ
き
ら
め
な
い
前
向
き
な
心
を
』

�

理
事
長
　
田
野
瀬
　
太
樹

　

今
年
の
初
め
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
突
如
と
し

て
社
会
生
活
が
激
変
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
本
校

で
も
休
校
や
行
事
の
中
止
、
延
期
等
の
措
置
を
取
ら
ざ

る
を
得
ず
、
当
た
り
前
に
思
え
て
い
た
日
常
の
あ
り
が

た
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
6
月
に
入
っ

て
よ
う
や
く
対
面
授
業
が
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

校
舎
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
生
徒
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声

に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
6
日
に
は
中
学
校
、
高
校
の
入
学
式
を
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。式
の
中
で
新
入
生
に
対
し
て
、

17
世
紀
の
ペ
ス
ト
禍
を
逃
れ
て
自
粛
生
活
を
送
っ
て
い

た
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
万
有
引
力
を
発
見
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
、
困
難
な
状
況
で
も
あ
き
ら
め
な
い
前
向
き

な
心
を
持
っ
た
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。

本
校
に
お
き
ま
し
て
も
今
後
起
こ
り
う
る
事
態
を
想
定

し
て
備
え
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
先
駆
的
な
活
用
や

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
の
学
び
の
充
実
を
模
索
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
慎
重
な
学

校
運
営
を
継
続
し
ま
す
が
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『N
ishiyam

ato S
pirit

』�
学
園
長
　
岡
田
　
清
弘

　

学
校
法
人
西
大
和
学
園
大
和
大
学
は
、
２
０
１
４
年

に
開
学
、「
大
志
を
、
ま
と
え
。」、
学
生
の
み
な
ら
ず

教
職
員
に
も
向
け
ら
れ
た
大
和
大
学
学
長
田
野
瀬
良
太

郎
先
生
の
言
葉
だ
。

　

西
大
和
学
園
の
創
始
者
で
あ
る
田
野
瀬
良
太
郎
先
生

の
著
「
西
大
和
学
園
の
奇
跡
〜
田
舎
の
無
名
高
校
か
ら

東
大
、
京
大
に
バ
ン
バ
ン
合
格
し
た
話
」
に
、
創
立
間

も
な
い
頃
を
回
想
す
る
こ
ん
な
一
節
が
あ
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

…
当
時
は
私
も
43
歳
と
若
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
若
い
人
た
ち
の
発
想
は
柔
軟
で
議
論
し
て
い
て
も

楽
し
い
の
で
す
。
私
が
何
を
心
が
け
た
か
と
言
え
ば
、

先
生
方
と
夢
を
語
り
合
う
事
で
し
た
。「
20
年
後
、
君

た
ち
が
『
西
大
和
学
園
の
先
生
を
し
て
い
ま
す
』
と
人

に
言
っ
た
と
き
に
、『
い
い
学
校
の
先
生
を
し
て
い
ま

す
ね
』
と
言
わ
れ
る
の
と
、『
そ
ん
な
学
校
あ
っ
た
け
』

と
言
わ
れ
る
の
と
、
ど
っ
ち
が
い
い
？
…
」

　
「
ま
ず
、
今
の
西
大
和
学
園
を
日
本
一
に
す
る
。
来

年
に
は
中
学
も
つ
く
る
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
四
年
制

大
学
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
あ
ら
ゆ

る
学
問
領
域
を
研
究
す
る
総
合
大
学
を
必
ず
つ
く
る
。

君
ら
に
今
か
ら
約
束
し
て
お
く
か
ら
」
…

　

彼
ら
に
夢
を
伝
え
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も
い
い

意
味
で
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
り
ま
す
。…
有
言
実
行
、

口
に
出
し
た
夢
を
実
現
し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
す
。

　

考
え
て
み
た
ら
、
私
は
若
い
こ
ろ
か
ら
、
無
謀
な
夢

を
思
い
つ
き
、「
で
き
る
わ
け
な
い
や
ろ
」
と
た
し
な

め
ら
れ
、
そ
れ
で
も
し
つ
こ
く
夢
を
実
現
さ
せ
る
、
そ

の
繰
り
返
し
で
生
き
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
「
大
和
大
学
を
『
東
の
早
慶
、
西
の
大
和
』
と
言
わ

れ
る
大
学
に
す
る
」
と
い
う
田
野
瀬
良
太
郎
先
生
の
公

言
も
大
言
壮
語
と
片
付
け
ら
れ
な
い
。

　

近
い
将
来
、「
西
大
和
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
日

本
一
」
は
、
ま
さ
し
く
現
実
の
も
の
に
な
る
。

　

未
来
を
拓
く
熱
気
に
満
ち
たN

ishiyam
ato Spirit

は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

『
変
化
を
歓
迎
し
、
最
高
の
自
分
へ
と
磨
き
あ
げ
よ
！
』

�

高
等
学
校
長
　
中
岡
　
義
久

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
劇
的
な
発
展
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
活

躍
す
る
未
来
世
界
は
、
社
会
、
経
済
と
も
猛
ス
ピ
ー
ド

で
変
化
す
る
大
変
革
時
代
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
最
新
技
術
も
直
ぐ
に
旧
式
に
な
り
、
最
新

ト
レ
ン
ド
も
急
速
に
移
り
か
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。
こ

の
変
化
か
ら
逃
げ
る
姿
勢
で
は
、
取
り
残
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

　

人
に
は
、「
変
化
に
挑
ん
で
い
く
」
タ
イ
プ
と
「
現

状
維
持
を
求
め
る
」
タ
イ
プ
あ
り
ま
す
が
、
大
変
革
時

代
で
活
躍
し
て
い
く
の
は
、
間
違
い
な
く
「
変
化
に
挑

ん
で
い
く
」
人
で
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
は
「
変
化
を
歓
迎
し
、
最
高
の

自
分
へ
と
磨
き
上
げ
る
」
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
校
生
の
う
ち
か
ら
世
の
中
の

変
化
に
敏
感
に
な
り
、
そ
の
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
の
で
す
。本
校
で
は
、大
企
業
の
協
力
の
元
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
や
Ａ
Ｉ
Ｐ
、
そ
し

て
海
外
へ
行
く
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で

行
わ
れ
る
次
世
代
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
多
彩
で
多
く

の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
機
会
を
積
極
的

に
活
用
し
て
、
世
の
中
の
変
化
や
潮
流
を
自
分
の
肌
で

感
じ
と
り
、
そ
の
変
化
に
上
手
く
対
応
す
る
こ
と
に
挑

戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
い
か
な
る
変
化
に
も

対
応
で
き
る
最
高
の
自
分
へ
と
磨
き
あ
げ
て
、
将
来
は

世
界
を
良
き
方
向
へ
と
変
え
て
い
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

『「
不
易
」と「
流
行
」が
生
徒
を
よ
り
大
き
く
育
て
る
。』

�

中
学
校
長
　
東
　
孝
信

　

学
校
が
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
一
つ

と
し
て
、「
不
易
」
と
「
流
行
」
が
あ
り
ま
す
。
西
大

和
学
園
に
と
っ
て
の
「
不
易
」
は
三
つ
の
校
訓
で
す
。

人
類
の
英
知
を
結
集
し
て
必
ず
近
い
う
ち
に
新
型
コ
ロ

ナ
終
息
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ

に
し
て
も
人
類
は
ま
た
新
た
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
人
類
は
こ
の
理
不
尽
に
た
ゆ

み
な
く
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
自
ら
の
頭
で
問
題
を
発
見
し
て
、
た
く
さ
ん
の

情
報
を
も
と
に
論
理
的
に
思
考
し
て
、
未
知
の
問
題
を

解
決
す
る
と
い
う
学
問
的
『
探
究
』
心
。
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
と
も
存
在
を
認
め
合
い
、
互
い
に
信
頼
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
『
誠
実
』
さ
。
そ
し
て
最
後
ま
で
大

事
を
成
し
遂
げ
る
『
気
迫
』。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
る
生
徒
に
は
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
ぶ
れ
な
い
真
理
で

す
。

　

一
方
、「
流
行
」
に
あ
た
る
部
分
の
ひ
と
つ
が
今
年

か
ら
始
め
る
改
革
で
す
。
今
年
度
の
西
大
和
学
園
高
等

学
校
の
大
学
合
格
実
績
は
目
を
見
張
る
よ
う
な
大
躍
進

を
遂
げ
ま
し
た
。
中
学
の
共
学
化
に
よ
り
男
女
が
お
互

い
に
刺
激
を
受
け
、
お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し

あ
う
化
学
反
応
が
起
き
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
要
素

で
す
。
中
学
校
の
三
年
間
で
ク
ラ
ス
を
分
け
て
男
女
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
ま
す
。そ
し
て
、

高
校
か
ら
始
ま
る
知
識
運
用
期
に
お
い
て
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
す
る
環
境
を
作
る
こ
と
で
生
徒
の
成
長
を
増
幅

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
不
易
」と「
流
行
」は
対
義
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
不

易
」
と
「
流
行
」
が
相
ま
っ
て
生
徒
の
成
長
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「
待
ち
わ
び
た
感
動
の
入
学
式
」
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今
年
の
大
学
入
試

　

２
０
２
０
年
度
の
国
公
立
大
一
般
選
抜
の
志
願

者
数
は
、
昨
年
度
よ
り
３
０
，
２
７
１
人
減
少
し
、

志
願
者
数
は
４
３
万
９
，
５
６
５
人
と
な
っ
た
。

志
願
倍
率
も
０
．
２
９
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
、４
．

５
倍
を
下
回
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
減
少
し
た
原
因

は
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
の
入
試
改
革
へ
の
不
安

と
、
セ
ン
タ
ー
試
験
難
化
の
た
め
平
均
点
が
ダ
ウ

ン
し
た
影
響
が
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
校
の
今
年
の
大
学
合
格
者
数
は
、
東
京
大
学

53
名
（
11
名
増
）、
京
都
大
学
52
名
（
18
名
増
）、

国
公
立
大
医
学
部
医
学
科
は
42
名
（
５
名
増　

東

大
理
Ⅲ
３
名
、
京
大
医
５
名
、
阪
大
医
３
名
含
む
）

と
な
り
、昨
年
度
よ
り
大
き
く
増
加
し
た（
表
１
）。

　

特
に
東
京
大
学
の
合
格
者
は
、
開
校
以
来
は
じ

め
て
50
人
台
と
な
り
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ

た
（
表
２
）。
東
京
大
学
へ
の
志
向
は
、
本
校
で

は
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。理
由
と
し
て
は
、

不
透
明
な
未
来
に
備
え
、
東
京
大
学
は
大
学
２
年

次
ま
で
に
様
々
な
学
問
分
野
の
最
先
端
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
自
分
の
適
性
を
見
極
め
た
上
で
３
年

次
か
ら
専
門
分
野
に
進
め
る
こ
と
、
貴
重
な
情
報

が
い
ち
早
く
集
ま
る
こ
と
、
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
有
利
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
自
ら
の

夢
実
現
に
向
け
、
日
本
最
高
の
環
境
で
自
分
を
磨

け
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
者
が
多
い
。
将
来
を
見

据
え
て
東
京
大
学
を
志
望
す
る
者
が
増
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
近
年
、
海
外
大
を
目
指
す
生
徒
も
増
え
て

き
て
い
る
。
昨
年
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
清
華
大

学
に
続
き
、
今
年
も
ブ
リ
ス
ト
ル
大
学
や
デ

ポ
ー
大
学
等
の
合
格
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
激

化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
進
路
で

あ
る
と
言
え
る
。

２
０
２
１
年
の
共
通
テ
ス
ト
に
つ
い
て

　

２
０
２
１
年
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
試

験
が
共
通
テ
ス
ト
に
変
わ
る
。
昨
年

末
、
文
部
科
学
省
は
、
共
通
テ
ス
ト

実
施
に
伴
う
と
し
て
い
た
「
英
語
４

技
能
の
資
格
・
検
定
試
験
の
利
用
」

や
、「
国
語
と
数
学
に
お
け
る
記
述

式
問
題
の
導
入
」
を
見
送
る
こ
と
に

決
め
た
。

　

こ
れ
は
、「
こ
れ
ま
で
の
セ
ン
タ
ー

試
験
に
戻
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
2
0
1
7
年
度
・
2
0
1
8
年
度
に
実
施
さ

れ
た
共
通
テ
ス
ト
の
試
行
テ
ス
ト
を
み
る
と
、「
思

考
力
」
や
「
判
断
力
」
を
重
視
し
た
長
い
問
題
文

や
複
数
の
文
章
や
図
、
グ
ラ
フ
な
ど
が
多
く
出
題

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
度
セ
ン
タ
ー

試
験
や
追
試
験
で
も
、
共
通
テ
ス
ト
を
意
識
し
た

新
傾
向
の
問
題
が
み
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
２
０
２
１
年
か
ら
の
共
通
テ
ス
ト
は
、

マ
ー
ク
式
で
「
思
考
力
」「
判
断
力
」
を
問
う
「
新

傾
向
問
題
」の
出
題
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
セ
ン
タ
ー
試
験
よ
り
も
高
い
読
解
力
が
必

要
と
さ
れ
る
た
め
、セ
ン
タ
ー
試
験
の
よ
う
な「
パ

タ
ー
ン
学
習
」だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
共
通
テ
ス
ト
の
「
英
語
」
は
、
発
音
・
ア

ク
セ
ン
ト
問
題
、
文
法
問
題
、
整
序
作
文
問
題
等

が
消
え
、読
解
問
題
に
特
化
し
た
試
験
に
な
る（
表

３
）。
お
そ
ら
く
P
I
S
A
の
趣
旨
を
反
映
し
た

出
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る 

（
図
表

や
地
図
の
多
用
や
、
長
文
も
生
活
に

身
近
な
内
容
を
使
っ
て
英
語
を
実
生

活
で
い
か
に
活
用
で
き
る
か
を
試
す

な
ど
）。 

さ
ら
に
、「
リ
ス
ニ
ン
グ
」

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
配
点
比
を
高

め
る
と
発
表
し
て
い
る
大
学
も
多
い

（
表
４
）。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
入
試
制
度

が
変
更
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
大
学

側
が
受
験
生
に
求
め
る
学
力
の
本
質

は
変
わ
ら
な
い
。
西
大
和
学
園
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
日
々
の
学
習
を
確
り

と
積
み
重
ね
れ
ば
、「
思
考
力
」「
判

断
力
」「
表
現
力
」
を
十
分
養
う
こ

と
が
で
き
共
通
テ
ス
ト
に
も
難
な
く

対
応
で
き
る
。
本
校
の
教
育
を
十
分

に
活
用
し
、
ぜ
ひ
真
の
学
力
を
身
に

付
け
て
ほ
し
い
。

大
躍
進
、東
大
合
格
者
53
名
！ 

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

大大躍躍進進、、東東大大合合格格者者５５３３名名！！  新新たたななスステテーージジへへ  
 
今今年年のの大大学学入入試試  

 

２０２０年度の国公立大一般選抜の志願者数は、昨年度より３０,２７１人減少し、志

願者数は４３万９,５６５人となった。志願倍率も０．２９ポイントダウンし、４．５倍を下回

った。このように減少した原因は、２０２１年度からの入試改革への不安と、センター試

験難化のため平均点がダウンした影響が反映したものと考えられる。 

 本校の今年の大学合格者数は、東京大学５３名（１１名増）、京都大学５２名（１８名

増）、国公立大医学部医学科は４１名（４名増 東大理Ⅲ３名、京大医５名、阪大医３

名含む）となり、昨年度より大きく増加した（表１）。 

 特に東京大学の合格者は、開校以来はじめて５０人台となり、新たなステージに入

った（表２）。東京大学への志向は、本校ではここ数年増加傾向にある。理由としては、

不透明な未来に備え、東京大学は大学２年次までに様々な学問分野の最先端に接

することができ自分の適性を見極めた上で３年次から専門分野に進めること、貴重な

情報がいち早く集まること、企業へのインターンシップが有利であること、そして自ら

の夢実現に向け、日本最高の環境で自分を磨けることなどを挙げる者が多い。将来

を見据えて東京大学を志望する者が増えたと考えられる。 

また近年、海外大を目指す生徒も増えてきている。昨年のコロンビア大学、清華大

学に続き、今年もブリストル大学やデポー大学等の合格があった。これも激化するグ

ローバル化に対応した進路であると言える。 

 

（表１） ２０２０年度大学合格者数 

                                                  （表２）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国公立（一部抜粋）� （　　　）内数字は医学部医学科
2020�（今年） 2019�（昨年）

大学校名 合格者 内現役 合格者 内現役
東京 53 (3) 38 (3) 42 22
京都 52 (5) 36 (3) 34 (2) 21 (1)
大阪 26 (3) 13 (2) 32 (4) 20 (2)
神戸 30 (3) 18 (3) 21 (1) 16 (1)
北海道 12 (1) 8 (1) 7 3
東京医科歯科 2 (1) 1 0
東京工業 1 3 3
一橋 4 3 3 1
横浜国立 6 3 10 7
名古屋 6 (1) 3 (1) 4 1
滋賀医科 1 (1) 1 (1) 1 (1)
京都工芸繊維 3 2 3 1
鳥取 4 (3) 3 (2) 2 (2) 0
岡山 1 (1) 1 (1) 4 (1) 3 (1)
徳島 2 (1) 2 (1) 0
九州 3 2 4 3
鹿児島 2 (1) 2 (1)
京都府立医科 2 (2) 1 (1) 1 (1) 1 (1)
大阪市立 10 (3) 7 (1) 12 (3) 5 (1)
大阪府立 9 5 19 9
奈良県立医科 4 (4) 2 (2) 9 (9) 7 (7)
和歌山県立医科 3 (3) 1 (1) 6 (6) 2 (2)
国公立大　合計 269 (42) 161 (26) 260 (37) 147 (18)

■文部科学省所管外
大学校名 合格者 内現役 合格者 内現役

防衛大学校 3 1 0 0
防衛医科大学校 4 (4) 3 (3) 4 (4) 2 (2)

■海外の大学 合格者 内現役 合格者 内現役
3 1 4 2

大学合格者数 過年度対比　（表１）

（ 　）は医学部・医学科の内数

R2H26 H27 H28 H29 H30 H31

東京大学合格者数

55

45

35

25

15

22

28

33

35

30

42

53
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２
０
２
０
年
度
の
“
夢
”
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト 

『
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
講
義
』

　
「
世
界
最
高
の
教
育
は
、
そ
の
道
を
極
め
た
人

に
会
わ
せ
る
こ
と
だ
」
と
言
わ
れ
る
。
世
の
中
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
未
来
を
夢
見
て
自
ら

の
目
標
達
成
に
向
け
て
全
力
を
傾
け
て
い
る
大
人

た
ち
が
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
、
今
年

も
西
大
和
学
園
に
来
て
頂
き
、
生
徒
た
ち
に
会
わ

せ
る
（
表
５
）。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
大
人
た
ち
が
、

世
の
中
を
良
く
す
る
た
め
に
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

思
い
描
き
、
失
敗
を
も
の
と
も
せ
ず
、
情
熱
を
傾

け
て
自
分
の
限
界
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
を
見
せ
た

い
。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
に
は
、「
21
世
紀
を

ど
の
よ
う
に
見
て
、
ど
の
よ
う
な
夢
を
持
っ
て
い

る
の
か
」、「
未
来
で
成
功
す
る
に
は
学
生
時
代
に

何
を
す
べ
き
か
」
な
ど
を
語
っ
て
頂
く
予
定
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
大
き
な
刺
激
を
う
け
て
、
今
後
の

自
分
の
生
き
方
を
考
え
、
自
ら
を
磨
い
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
何
も
の
に
も
か
え
が
た
い
一

生
の
宝
物
と
な
る
と
信
じ
て
い
る
。

センター試験と共通テストとの違い　（表３）
大学入試センター試験
（２０２０年まで）

大学入学共通テスト
（２０２１年〜　）

形　　式 マーク式 マーク式

問われる学力 「知識」「技能」
「知識」「技能」

＋
「思考力」 「判断力」 「表現力」

試験時間   数学Ⅰ・A （60分）
数学Ⅰ・A （70分）

他は、センター試験と同じ

英語 出題内容配点
発音・アクセント・文法・

 整序作文・長文読解（200点）
　　　　　リスニング（50点）

長 文 読 解（100点）
リスニング（100点）

2021年度入試　大学別（一般選抜）における 『共通テストの英語配点比』
（表４）

（今後変更になる可能性があります）

大学名 リーディング（長文読解） リスニング

東 京 大 学 ７ ３

京 都 大 学 ３ １

大 阪 大 学 ３ １

神 戸 大 学 ４ １

“夢”プロジェクト　トップランナー講義　2020年度前期予定　（表5）

日　時 曜日 講演者 対　象 講演内容（仮題） 略　　歴

7月7日
（14:45〜16:15）

火 山本康正氏 高２・１�中３�
保護者希望者

『シリコンバレー、ボストンでの業界、
国を越えた破壊的イノベーションと

日本での対策』
１．世界的見地から２１世紀を語る。
２．未来を見据えて、どのように自らを磨けば
よいか。

・西大和卒　東京大学修士号取得後、ニューヨー
クの金融機関に就職。ハーバード大学大学院で
理学修士号を取得。
・グーグル入社。Fintec・AI等、日本企業のデジタ
ル活用を推進。
・ハーバード大学客員研究員。日米リーダーシップ
プログラム「US-Japan�Leadership�program」フェ
ローなどを経て2018年DNX�Venturesインダス
トリーパートナー。京大特任准教授。

9月18日
（14:45〜16:15）

金 佐々木繁範氏 高２・１�中３�
保護者希望者

『思いが伝わる、
心が動くスピーチ／プレゼンの秘訣』

ソニーのトップの直属スタッフを歴任し、ハーバー
ド・ケネディスクールにて世界トップの考え方を身
につけた佐々木氏から、２１世紀のリーダーに必要
なリーダーシップ力やコミュニケーション力のアップ
方法を学ぶ。

・ソニーの歴代トップ（盛田昭夫会長、出井伸之
社長）の側近として数多くのスピーチを作成。
・経営コンサルタントとして独立後は延べ１万人も
のビジネスリーダーを指導。
・スピーチライティングとプレゼンの第一人者。

未定
（未定）

未
定 林　修氏 高３・２・１

『受験勉強は必要なのか』
〜２１世紀を生き抜くために〜　（仮題）

１．受験は人生にとってどのような意味があるのか。
２．夢を持ち、それを叶えるために何をしていくべ

きか。

・東進現代文講師。現在、東大・京大コースなど
の難関コースを中心に授業を行い、抜群の東大
合格実績を誇る。
・豊富な知識と核心を突く物言いで、テレビ番組
でも活躍。主な出演番組は、『林先生が驚く初
耳学！』『林修の今でしょ！講座』『林修のニッポ
ンドリル』�など
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（R 2. 6.現在）令和２年度 西大和学園 中・高等学校 年間行事予定 

臨時休校開始
（4/3～5/6）

オンライン・課題に
よる教育活動開始

オンライン授業開始
（5/7～5/31）

登校日

始業式

夏期休業・高３夏期講座
（完全休業除く～8/31）
三者面談会（J1～H3）

昭和の日 

大学入学共通テスト
出願説明会…上旬

球技大会…下旬 海外探究プログラム説明会
…中旬
アメリカグローバル研修プ
ログラム説明会…中旬
国公立大学二次試験出願…
下旬

内部進学説明会（J3）…中旬
国公立大学前期試験
　　　　　　　…2/25・26
私立大学入学試験…2～3月

共通テストマラソン
（H3）…下旬～1月上旬

国公立大学後期試験
…中旬

分散登校開始

中学入学式
高校入学式

前期中間考査

答案返却日

トップランナー講義
（山本康正氏）

閉寮（17：00～）

文化祭準備（全日）

文化祭

前期期末考査

答案返却日

成績確認日（放課後）

冬季休業（～1/5）
三者面談会

1，2限授業・生徒集会・
大掃除

閉寮（17:00～）

後期中間考査
（高校3年除く）

開寮（～16：00）

1班帰国

2班帰国

成績確認日
（放課後）

答案返却日
（H1を除く）

国公立大学
前期試験

後期期末考査（J3・H1以外）
海外探究プログラム

午前中授業
（J3・H1以外）

午前中授業

高校入試

J2スキースクール

定期考査一週間前
（J3・H1）

後期期末考査
（J3・H1）

後期期末考査
（J3・H1以外）

定期考査一週間前
（J3・H1以外）

中3アメリカグローバル
研修プログラム
答案返却日（H1）

マラソン大会

ヤング・アメリカンズ
J1スキースクール

中学卒業式予行

中学卒業式

高校卒業式予行
答案返却日
高校卒業式・
謝恩会

終業式・LHR・大掃除
閉寮（17：00～）

春期休業

春期完全休業
（～4/1）

生徒集会・LHR・大掃除
授業開始（4限目まで）

大学入学共通
テスト（H3）

自己採点日（H3）

前期対策講座
開始（H3）

三者面談会（H3）

定期考査一週間前
人権講演会（6限目）

午前中授業

後期開始式　特別校時
答案返却日

成績確認日（放課後）

生徒会役員選挙

定期考査一週間前

午前中授業

前期期末考査

芸術鑑賞会

トップランナー講義
（佐々木繁範氏）

午前（後片付け）
午後（学年の取組み）

生徒集会・LHR・大掃除・
放課後文化祭準備

夏期完全休業

開寮（～16：00）

中学2年
（学年の取り組み開始）
中学１年

（学年の取り組み開始）

高校全学年、中学3年
（特別補習または学年の取り組み）

成績確認日（放課後）

1、2限授業・生徒集会
大掃除

全員登校再開

定期考査一週間前

前期中間考査

午前中授業

憲法記念日

振替休日

みどりの日

こどもの日

創立記念日

海の日

スポーツの日

山の日

文化の日

成人の日

元日

建国記念の日

天皇誕生日

春分の日

勤労感謝の日

敬老の日
秋分の日
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（R 2. 6.現在）令和２年度 西大和学園 中・高等学校 年間行事予定 

臨時休校開始
（4/3～5/6）

オンライン・課題に
よる教育活動開始

オンライン授業開始
（5/7～5/31）

登校日

始業式

夏期休業・高３夏期講座
（完全休業除く～8/31）
三者面談会（J1～H3）

昭和の日 

大学入学共通テスト
出願説明会…上旬

球技大会…下旬 海外探究プログラム説明会
…中旬
アメリカグローバル研修プ
ログラム説明会…中旬
国公立大学二次試験出願…
下旬

内部進学説明会（J3）…中旬
国公立大学前期試験
　　　　　　　…2/25・26
私立大学入学試験…2～3月

共通テストマラソン
（H3）…下旬～1月上旬

国公立大学後期試験
…中旬

分散登校開始

中学入学式
高校入学式

前期中間考査

答案返却日

トップランナー講義
（山本康正氏）

閉寮（17：00～）

文化祭準備（全日）

文化祭

前期期末考査

答案返却日

成績確認日（放課後）

冬季休業（～1/5）
三者面談会

1，2限授業・生徒集会・
大掃除

閉寮（17:00～）

後期中間考査
（高校3年除く）

開寮（～16：00）

1班帰国

2班帰国

成績確認日
（放課後）

答案返却日
（H1を除く）

国公立大学
前期試験

後期期末考査（J3・H1以外）
海外探究プログラム

午前中授業
（J3・H1以外）

午前中授業

高校入試

J2スキースクール

定期考査一週間前
（J3・H1）

後期期末考査
（J3・H1）

後期期末考査
（J3・H1以外）

定期考査一週間前
（J3・H1以外）

中3アメリカグローバル
研修プログラム
答案返却日（H1）

マラソン大会

ヤング・アメリカンズ
J1スキースクール

中学卒業式予行

中学卒業式

高校卒業式予行
答案返却日
高校卒業式・
謝恩会

終業式・LHR・大掃除
閉寮（17：00～）

春期休業

春期完全休業
（～4/1）

生徒集会・LHR・大掃除
授業開始（4限目まで）

大学入学共通
テスト（H3）

自己採点日（H3）

前期対策講座
開始（H3）

三者面談会（H3）

定期考査一週間前
人権講演会（6限目）

午前中授業

後期開始式　特別校時
答案返却日

成績確認日（放課後）

生徒会役員選挙

定期考査一週間前

午前中授業

前期期末考査

芸術鑑賞会

トップランナー講義
（佐々木繁範氏）

午前（後片付け）
午後（学年の取組み）

生徒集会・LHR・大掃除・
放課後文化祭準備

夏期完全休業

開寮（～16：00）

中学2年
（学年の取り組み開始）
中学１年

（学年の取り組み開始）

高校全学年、中学3年
（特別補習または学年の取り組み）

成績確認日（放課後）

1、2限授業・生徒集会
大掃除

全員登校再開

定期考査一週間前

前期中間考査

午前中授業

憲法記念日

振替休日

みどりの日

こどもの日

創立記念日

海の日

スポーツの日

山の日

文化の日

成人の日

元日

建国記念の日

天皇誕生日

春分の日

勤労感謝の日

敬老の日
秋分の日
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2020年６月６日、10：00～中学校、13：00～高等学校、待ちわびた感動
の入学式は、コロナウイルス対策をしながら、挙行された。式の様子は、
保護者のみなさんにも動画配信された。



2021 年度西大和学園芸術鑑賞会 9･24「DRUM TAO」 

「和太⿎」を表現⼿段とし、アーティストのドラムパフォーマンスと多彩な楽曲に、コシノジュンコ⽒のモー
ドな⾐装とプロジェクションマッピングが融合した未だかつてないエンターテイメントショー「DRUM 
TAO」。⽇本の伝統やルーツを考える。輝くアーティストたちの姿を通して、⾃⾝の夢の模索、TAO を通して
世界と繋がる唯⼀無⼆の経験。 
 最新の“ザ・ニッポンエンターテイメント”を、次代を担う皆さんに届けたい。 
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A
I
P
（
ア
ク
シ
ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

S
S
H（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）

　

中
学
で
は
「
S
S
J
」
と
し
て
、
中
学
1
年
生
の
体
験
学
習
、

中
学
2
年
生
の
ク
エ
ス
ト
、
中
学
3
年
生
の
卒
業
研
究
を
全
員
が

経
験
す
る
こ
と
で
、知
的
好
奇
心
や
論
理
的
思
考
力
を
養
い
ま
す
。

高
校
の
「
S
S
H
」
で
は
、
希
望
者
が
「
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
メ
ン

バ
ー
」
と
し
て
登
録
を
行
い
、
さ
ら
に
高
度
な
研
究
に
取
り
組
み

ま
す
。
研
究
の
基
礎
的
な
手
法
を
学
ん
だ
後
、
企
業
を
通
し
て
研

究
テ
ー
マ
を
考
え
た
り
、
自
分
た
ち
で
自
由
に
研
究
テ
ー
マ
を
考

え
た
り
す
る
課
題
研
究
を
経
験
し
、
高
校
2
年
生
で
は
京
大
・
阪

大
・
奈
良
先
端
大
の
研
究
室
に
て
実
習
を
行
う
「
ラ
ボ
ス
テ
イ
」

を
実
施
し
ま
す
。
普
通
の
高
校
生
で
は
体
験
で
き
な
い
レ
ベ
ル
の

高
い
環
境
や
人
々
に
感
化
さ
れ
、生
徒
た
ち
は
大
変
刺
激
を
受
け
、

大
き
く
成
長
し
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
の
S
G
H
の
「
貧
困
問
題
」
と
い
う
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、
今
年
度
の
A
I
P
で
は
生
徒
の
解
決
し
た
い
課
題
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
海
外
探
究
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
訪
れ
た
中
国
・
イ
ン

ド
・
ベ
ト
ナ
ム
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
構
築
を
経

て
、
自
ら
が
解
決
し
た
い
課
題
に

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
活
動

や
発
表
を
通
し
て
、
互
い
の
考
え

や
ア
イ
デ
ア
を
相
互
に
高
め
合
い

ま
し
た
。
将
来
に
向
け
て
起
業
精

神
を
養
う
の
が
活
動
の
軸
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
多
数
の
生
徒
が
参
加
し
、

公
益
社
団
法
人
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
主
催
T
T
B
i
z

（
高
校
生
に
よ
る
旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
国
際
大
会
）
に
お
い
て
、

優
勝
す
る
チ
ー
ム
を
輩
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
高
校
２
年

生
に
な
り
ま
す
と
、
キ
ャ
リ
ア
甲
子
園
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
主

催
、
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
、

よ
り
実
践
的
に
起
業
す
る

力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

本
校
の
掲
げ
る
「
世
界
を

舞
台
に
活
躍
で
き
る
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」
と
い
う
目

標
の
も
と
、
A
I
P
の
活

動
を
通
し
て
意
欲
的
に
取

り
組
む
姿
勢
や
世
界
へ
羽

ば
た
け
る
生
徒
の
育
成
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

「和太鼓」を表現手段とし、アーティストのドラムパフォーマンスと多彩な楽曲に、コシノジュンコ氏のモードな衣装とプロジェ
クションマッピングが融合した未だかつてないエンターテイメントショー「DRUM TAO」。日本の伝統やルーツを考える。輝くアー
ティストたちの姿を通して、自身の夢の模索、TAOを通して世界と繋がる唯一無二の経験。
　最新の“ザ・ニッポンエンターテイメント”を、次代を担う皆さんに届けたい。

2020年度西大和学園芸術鑑賞会9･24「DRUM TAO」

高校 2年生のラボステイ。大学院で実習中。

TTBiz（高校生による旅行ビジネ
スプラン国際大会）決勝戦

一場氏による講演会



学校法人 西大和学園
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西
大
和
学
園
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
校
の
学
園

長
を
勤
め
て
お
り
ま
す
西
川
勝
行
と
申
し
ま

す
。
西
大
和
学
園
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
校
も
こ
こ

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
本
人
コ
ミ
ニ
テ
ィ
で
は
、

知
ら
な
い
人
が
い
な
い
ま
で
に
成
長
し
、
当
地

に
お
け
る
日
本
人
教
育
の
一
翼
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
で
は
私
た
ち
の
学
校
、
Ｎ
Ａ
Ｃ

（N
ishiyam

ato A
cadem

y
of California

）

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

創
立
28
年
目
の
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
唯
一
の

文
部
科
学
省
認
定
の
「
私
立
全
日
制
日
本
人

学
校
」
で
す
。
学
校
が
あ
る
の
は
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
郊
外
の
ロ
ミ
タ
市
で
す
。
こ
の
地
域
は

日
本
人
が
と
て
も
多
く
在
校
生
の
ほ
と
ん
ど

が
こ
の
地
域
の
日
系
企
業
の
駐
在
員
の
子
供

た
ち
で
す
。
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の

14
学
年
で
約
１
７
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
創

立
17
年
の
土
曜
補
習
校
も
こ
の
４
月
に
は
７
２
０
人
に
な
り
全
日
制
、
土

曜
補
習
校
合
わ
せ
９
０
０
名
近
い
大
所
帯
に
な
り
、
学
校
全
体
が
活
気
に

満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
土
曜
補
習
校
と
は
、
普
段
、
ア
メ
リ
カ
の
現
地
校

に
通
っ
て
土
曜
日
だ
け
日
本
語
と
日
本
の
教
育
を
受
け
る
た
め
の
学
校

で
、
駐
在
員
と
現
地
に
永
住
し
て
い
る
日
本
人
及
び
日
系
人
の
子
ど
も
た

ち
が
た
く
さ
ん
通
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ａ
Ｃ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

個
性
を
伸
ば
し
、
豊
か
な
人
間
性

と
感
性
を
育
み
、
思
い
や
り
の
あ

る
真
の
国
際
人
の
育
成
を
目
指
す

こ
と
を
教
育
目
標
と
し
て
日
々
懸

命
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
日
本
の
本
校
の
皆
さ
ん
に
負
け

な
い
よ
う
に
が
ん
ば
る
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
振
興
会
の
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
今
後
と
も
暖
か
い
ご
支

援
と
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

西
大
和
学
園

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
校

学
園
長　

西
川　

勝
行

　

白
鳳
短
期
大
学
は
目
ま
ぐ
る
し
く

　

白
鳳
短
期
大
学
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

変
化
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
、
教
育
の
内
容
や
シ
ス
テ
ム
に

捉
え
、
教
育
の
内
容
や
シ
ス
テ
ム
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
複
数
の

反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
複
数
の

国
家
資
格
の
取
得
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

国
家
資
格
の
取
得
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
国
家
試
験
合
格
率
や
全
国
唯
一
の

の
国
家
試
験
合
格
率
や
全
国
唯
一
の

資
格
取
得
制
度
な
ど
を
実
現
し
、
各

資
格
取
得
制
度
な
ど
を
実
現
し
、
各

分
野
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

分
野
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
す
。

　

最
近
で
は
、
大
和
大
学
と
の
相
互

　

最
近
で
は
、
大
和
大
学
と
の
相
互

連
携
を
一
層
充
実
さ
せ
て
大
学
編
入

連
携
を
一
層
充
実
さ
せ
て
大
学
編
入

定
員
枠
の
設
置
や
本
学
専
攻
科
へ
の

定
員
枠
の
設
置
や
本
学
専
攻
科
へ
の

受
け
入
れ
な
ど
を
開
始
し
て
い
ま

受
け
入
れ
な
ど
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
白
鳳
短
期
大
学
は
、

　

こ
れ
か
ら
も
白
鳳
短
期
大
学
は
、

「
教
育
・
保
育
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

「
教
育
・
保
育
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」「
看
護
」「
国
際
教
育
」
の
各
専

ン
」「
看
護
」「
国
際
教
育
」
の
各
専

攻
に
お
い
て
、
西
大
和
学
園
グ
ル
ー

攻
に
お
い
て
、
西
大
和
学
園
グ
ル
ー

プ
共
通
の
目
標
で
あ
る
「
学
生
一
人

プ
共
通
の
目
標
で
あ
る
「
学
生
一
人

ひ
と
り
に
情
熱
を
傾
け
る
教
育
」
を

ひ
と
り
に
情
熱
を
傾
け
る
教
育
」
を

実
践
し
、躍
進
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

実
践
し
、躍
進
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

開
学

　

開
学
77
年
目
を
迎
え
る
大
和
大

年
目
を
迎
え
る
大
和
大

学
。
学
。
2
0
1
6

2
0
1
6
年
に
開
設
し
、
こ
の

年
に
開
設
し
、
こ
の

春
初
め
て
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
政

春
初
め
て
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
政

治
経
済
学
部
で
は
、
約
半
数
の
学
生

治
経
済
学
部
で
は
、
約
半
数
の
学
生

が
大
手
企
業
、
東
証
一
部
上
場
企
業

が
大
手
企
業
、
東
証
一
部
上
場
企
業

に
就
職
内
定
を
果
た
し
、
大
手
マ
ス

に
就
職
内
定
を
果
た
し
、
大
手
マ
ス

コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
大

コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
大

き
な
成
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

き
な
成
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

今
春
に
は
「
理
工
学
部
」
が
オ
ー

　

今
春
に
は
「
理
工
学
部
」
が
オ
ー

プ
ン
。
数
理
科
学
、
情
報
科
学
、
機

プ
ン
。
数
理
科
学
、
情
報
科
学
、
機

械
工
学
、
電
気
電
子
工
学
、
建
築
学

械
工
学
、
電
気
電
子
工
学
、
建
築
学

のの
55
専
攻
で

専
攻
で
A
I
A
I
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

V
R
V
R
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
次
世
代

、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
次
世
代

を
リ
ー
ド
す
る
分
野
の
研
究
ゼ
ミ
を

を
リ
ー
ド
す
る
分
野
の
研
究
ゼ
ミ
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
日
本
を
代
表

設
置
す
る
と
と
も
に
、
日
本
を
代
表

す
る
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、

　

加
え
て
、
2
0
2
1

2
0
2
1
年年
44
月
に
は

月
に
は

「
社
会
学
部
」
を
開
設
し
ま
す
。
現

「
社
会
学
部
」
を
開
設
し
ま
す
。
現

代
社
会
学
、
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
、
社

代
社
会
学
、
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
、
社

会
心
理
学
の

会
心
理
学
の
33
コ
ー
ス
を
設
置
し
、

コ
ー
ス
を
設
置
し
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代
社
会

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代
社
会

を
深
く
洞
察
し
、
新
し
い
価
値
を
創

を
深
く
洞
察
し
、
新
し
い
価
値
を
創

造
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
新

造
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
新

た
な
社
会
学
部
棟
の
建
設
も
ス
タ
ー

た
な
社
会
学
部
棟
の
建
設
も
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
の
発
展
を
遂
げ
る
大
和

　

ま
す
ま
す
の
発
展
を
遂
げ
る
大
和

大
学
に
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

大
学
に
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
！


